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1.緒 ■言

1999年7月に成立した ｢食料 ･農業 ･段柑基本法｣

(以下,新]&遵法と略)では,基本理念の-つとして,

盛栄の多面的機能の発揮1)が掲げられた.また.2000

年4月からほ,｢朝川鞘地域等の政接支払制度｣が実

施されている.これは,中山間地域等における]5%薬が

もつ多面的機能の維持 .確保を銅 勺とした伸変である.

わが国においでもJA薬の多面的機能が慮政の鹿栗な桂

の---つとして位徽づけちれるようになった.

わが国の戯菟経済学においでは,この虚業の多面的

機能の構成要索の分類に関する研究蓄積がいくつか存

在するものの,厳某の多面的機能論の端緒及び遷移を

明らかにした研究は 卜分でない.また,これまでの研

究革稜における俊英の多面的機能の分頬の視点は論者

によって様々である.

それゆえ,本研究では.まず第--に農業郎 蜂2)をレ

ビュ-し,わが国農政における農薬の多面的機能論の

端緒及び遷移について明らかにする.第二に,i,%英経

済尊称の研究笛箱をレビュ-し,先行研究における段

業の多面的機能構成要素の分類の視点と残されている

課題を明らかにする.

その上で,独自の視点から段業の多面的機能の構成

要素の分類を行う.その独自の視点とは,地理学及び

その応用分野である駅観!:i三悪学の灘L観概念である.祭

観とは地甥を学的な空間の把握方法である.段地は空間
の-一周;であり,農業とは空間を構成する質素に対する

労働である.そして,戯葉の多面的機能はその矧関に

おいて発揮され人間主体に認織される.それゆえ,戯

業の多面的機能は空間という視点からも論じられるべ

きであろう.祭観概念の導入は,戯某の多面的機能の

空間的把握にとって有効であると考えられる.

しかし.わが国で一般的に使用されている敷観と,

地野里学的な祭観概念とでは,意味する内容に差がある.

それゆえ,第三に,地胡夏草 ･祭観生態学の研究蓄積を

レビュ-し祭観概念の内容を明らかにする.なれ 敷観

概念は英語圏のIandscape(独語引潮の Landschaft)

概念に基づいているので,歎観概念を明らかにするこ

とは,国際的な典適認織である ｢戯薬の環境便益とし

ての1andscaspeの保全｣の憩味を正しく理解するこ

I)新鹿進法の第3条において,｢国土の保全,水源のかん寒,l…燃 環境の保全,良好な祭観の形成,文化の伝承
等戯相で鷹業生産活動が行われることにより生ずる食料その他の農産物の供給の械能以外の多面にわたる機
能 (以下 ｢多面的機能｣)については,国民頗 肴及び国民鍬 斉の安嘉に果たす役剤にかんがみ,将来にわたっ
て,適切かつ十分に発揮されなければならない｣とされている.

2)遊動去磯 は,--磯 的に,第1弧 虚業の動乱 箪2部.虚業に関して購じた施私 第3弧 ]B塾,葵に関して講 じ
ようとする施梁の3郡から構成されている.本研究では,箪1部.俊英の動向のみを扱う.
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とにもなろう3).

そして第四に.この盈観視点から投薬の多面的機能

の構成安楽の分頬を行い.腿葦の多面的機能を空間的

に把握する.
以上の‡靴.法が本研究の目的である◆

2.農業白番における農業の多面的
機能論の端緒及び遷移

1)鷹麓の多面的機能諭の端緒 日971年度～1977年

磨)

盛業の多面的機能投の端緒については,宇根(1999),
渡部 (1996),寺脇 目999)らによって触れられてい

る.手根は,JE3%楽の多面的機能は197O年代の前半に捷

起されたとしているし,渡部は1970年代の中頃だった

としている.穿脇は,1976年に川井一之が著番 釘戯葉

環境保全と飽法』(明文恕房)のなかで遇業の多面的

機能を唱えていることを明らかにしている.しかし.

わが国農政において腿某の多面的機能諭が唱えられ始

めた年代までは特rjJiされていない.わが国戯政の動き

を段来日各に代表させ,虚業の多面的機能諭の端緒及

び遷移を明らかにしよう.

厳寒自潜では,1970年度以翻 こ農業の多面的機能に

ついての記述は存在しない.戯業白婆を:で,鹿某の多面

的額能がはじめて記されるのは,1971年度の.用1.
戯莱経営の動向,4.都市化の進展と慮莱経営の対応,

(日 都市化と虚業｣,という項である (第 1嚢).多面
的機能給が唱えられ始めた背腰をとしては,都市化の進

展によって.農業,農相に対するレクリエ-シヨン需

要が高まっていること,公害による環境悪化が進んで

いることが挙げられている.都市化の進展に起関する

公害等の諸問題が,虚業の多面的機能を主張する労相ヨ

として挙げられていることに当時の社会状況が反映さ

れている.

そして,鼻薬の多面的機能の構成紫索は,荏)自然環

境の保全,②農相甥を観の維持,の二つが挙げられてい
ら.本研究のキ-り-ドである祭観の保全が,厳寒の

多面的機能の-つとして,この当時から認識されてい

る.ただし,この域で祭観のIJS並は明確にさjtておら

ず,文脈から推測すれば風教 ･外観といった意味が強

いと考えられる.虚業 ,慮村に対するレクリエーシヨ

ン需要という社会曹数を受けて,心安らぐ伝統的農村

風駅が]&葉の多面的機能の-･つとして挙げられたので

あろう.

1972年度の戯業白歯における多面的機能論は,｢国
土熱感の利用の現状j という項で論 じられている.

前年度との違いの-つは 日義1土及び自然環境保全 ･

培養機能｣という用語が使われ始めたことである.こ＼ノW

の培養という用語は1992年度まで,断続】裾 二使用さ

れるが,1993年度から1996年度までほ ｢かん養｣とな

り,1997年度には再び ｢培発｣となる.また,1972年

の虚業自藩では,はじめて ｢水源かん養｣,｢土壌保
全｣という国土及び自然環境保全機能の内容が具体化

古れる.しかし,これ以降78年度まで国土保全機能

についての具体的な内容についての記述が消えてしま

う.
慶某の多面的機能論が唱えられ始めた1971年度から

1976年度にかけての)5%薬郎酎こおいては,それについ

ての記述芸縁は少なく,内容も多面的機能の構成安楽

が典体化されていないなど,漠然としたものである.

さらに,1977年度には,償楽の多面的機能について

の記述が消えてしまい,その位際づけは不安充であ

る,

農業の多面的機能給の端緒であるこの時期は,基本

法農政から総合腿政への転換期にあたる.総合]&政

は,68年7月の遇林省臨時省講における膿林大臣の

所侶表明 (｢総合戯政の展開について｣)によってス

タ- トされた.その内容は,まさに ｢総合｣的に,

(カ皮革構造の改薯,②土地基髄の整備㍉③総合食榛

の生産の確保,④流通の改乳 ⑤鹿相の生活環境の整

胤 等を論じていた (′j､E封切,j995,pp.4-13).園

内の戯薬 ･鷹相の役割が総合的に論 じられるように

なっかやで,虚業の多面的機能論が生まれたと考えら

れる.

また,偽薬の多面的機能論を後押 しした社会的背教

の-つに,農産物貿易巨日登!化に伴う ｢厳莱不要論｣へ

の対抗が考えらjtる.1960年の第-次駿産物貿易自由

化の開始,1968年の窮二次農産物貿易f至油 化の開始に

伴い,園内では戯莱不覚論が主張され始めた.しかし

73年の世界食楳危機幻を契機に,政府は1975年に園民

食煤会議を開き,｢総合食桟政策の展開｣を発表した.

･n1996年9月にフィンランドのヘルシンキにおいて,OECDの ｢戯業の環境便益に関するセミナ-日 以下,ヘ
ルシンキ ･セミナ-と略)が開催された.ヘルシンキ ･セミナ-では,戯某活動は土壌,求,大気,生物の
生息地,生物多様性や数観の欝や蕊を変化させることを通じて,環境に対してプラス効果もマイナスの効果

も及ぼすことが共通認織とされた (OECD,1998).
!･21970年代にはいると世界の彪米生産と,a.警給の変動が激しくなった.1972年にはソ連をはじめ世界的な凶作に
おちいり,そのなかでソ連がアメリカ穀物メジャーから大数に穀物を買い付けたことから他界市場が逼迫 し,

さらに73年にはいりアメリカは回内の価格高騰から大豆の輩輸措隈をとった,
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いわゆる戯業見直し論である (研 宅.1987,pp.9-31).

こうした動きが,飽薬の多面的機能袷を後押ししたと

推測される.実際に1975年度の段莱白雀=ニおける多面

的機能論の記述内容には,｢敢近における食梯問題｣
という文宵が含まれているし,1978年度には厳寒の多

面的機能の一つとして,安産的な食楳供給が加えられ

るようになる.

2)虚栄の多面的機能の具体化 (1978年度～1993年

磨)

1978年度の農業自容は,飽葦の多面的機能論の大き

な転機である.その変化の一つは,虚業の多面的機能

が,(1)｢安産的な食糠の供給｣.(2)｢管理され畑 J=1
然環境の紬 等･培養の国土保全｣,(3)｢国土の均衡あ

る発展と健全な地域社会の形成｣,の3項目に大別さ

れたことである.さらに,(2)｢管頚まされた自然環境

の維持 ･培養の国土保全｣の内容が,G)土壌の保全,

②降雨流出の調整,③大気の糾 ヒ,⑥国土の夜食崩壊

の防止及び,⑤国民の体華のための線の自然空間の提

供,という5つの機能に細分さjtた.つまり,1978年

度の虚業自番によって,農業の多面的機能の構成質素

がはじめて具体化され,分類されたのである.そして,

｢これらの機能は,皮相において農家及び林家が適正

な腿林業生産活動を営むことによって実現されるもの｣

とし,国土保全機能が,慮林楽の外部轟済効果である

ということが明記されている.

1979年度には,前年3項目に大別されていた成業の

多面的機能が,(り｢匝I民食料の安矧的供給の域｣,
(2)｢就業の場｣,(3)｢自然環境の維持培養及び国土

保全｣,(4)｢盈かな人間形成と健全な地域社会の形成

の域｣,の4項E=こ大別された.また,(4)｢遷延かな人
剛 性戒と健全な地域社会の形成の場｣のなかで,｢段
相は,古い歴史を持ち,気候,風土に棟ざした民族文

化を形成し,その伝統を継承している｣と伝統文化継

蕃機能がはじめて明記された.

1980年度の農薬自藤では,虚栄の多面的機能に対し

て ｢これらの役紬 ま,直接的な効果の計測が財経な面

もある｣と紀されている.これは,農業の外部経済効

果の経済的評価の端緒と時期的に一致する.同時期に,

),%林水産省官房企画室は,｢戯用地及び森林の有する
公益的機能の試算 (1980年度)｣を発表 し,この中で

偽薬 ･厳相の外部経済効果を36兆6,200億円と統算 し
ている.

川 洋

また,1981年度の段某郎磐:では.土壌流亡防止機能

及び洪水防iヒ機能が,凝林水産省の試験研究機関の実

験例を用いて具体的に況明されている.

このように,この時期の膿葦白番における農業の多

面的機能についての記述は,経済的評価や試験研究機

関による嚢験結栄を用いるという方法で行われている.

その後,1989年度までは,｢伝統的な文化,技術の
保存継承や情操と創造性のかん嚢,さらに.戯奉.jの緑

地空間を活かしたレクリエーションや地域の交流の域

としての機能｣など,段業のアメニティ機能について

の記述蕊が増加し,鼻体化される.称に市民飽剛 こ関
しては1987年度,1988年度,1989年度,1990年度と連

続 して言及されている.これは,1989年の ｢特発戯地

の貸付けに係わる戯地法等の特例法｣,1990年の ｢市
民農園怒備促進法｣の別党と時期的に-致する.

1991年度の農薬包容では,従来から認織されていた

国土保全機能,水資源のかん養機能,自然環境 ･駅観

保全機能,アメニティ機能 (都市住民への憩いの場

の提供),水田における窒素の吸収 ･吸着などによる

水'iq浄化機能に加え,多様な生物相の保全が新たに加

えられた.時期的に若干前後するものの,92年6月に

紘,ブラジルのリオデジャネイロで ｢匝闇茎環境開発会

議｣(通称 ｢地球サミット｣)が開催され,その場でア

ジェンダ21が行動計画として採択された.同年,わが

Llでは ｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に

関する法律｣が削愛された.こうしたI裏目勾外の生物
多様性保全の濃紫性に射する認級が,農薬l責磯 におけ

る虚業の多面的機能論にも反映されている可能性があ

る.

このように,虚業自番における戯米の多面的機能論

紘,国際的動向や国内の他の農薬砲架と対応している

部分があり,その点も踏まえることで,農業の多了要綱勺

機能給の遷移がより鮮明になる.

3)新政繁以降の鹿衆の多面的機能論 (1993年度～

1999年度)

わが国では,1992年6月に ｢新しい食料 ･農業 ･厳

科政策の方向｣(以下,新政策と略)が梁烹さjtた.

新政策ではその政策の一つの杖に ｢環境保全に嚢する

農業政策｣が加わった.この ｢環境保全に資する農業

政策｣は,(環境保全型虚業5)日 展茶 ･J,%相が有する

国土･環境保全機能)という二つの視点でまとめられ

ている (九九 1995,pp.131-132).

5)環境保全数段某に関する施策については,1993年度からは具体的に予算化され,1994年には環境保全型農薬
推進本部によって ｢環境保全馳農業推進の基本的考え方｣が発表される (凝乳 1998.p.18及びpp.106-loワ).



戚米の多面的機能と数観

これを経済学的に捉えるならば,遊楽のもつ外部経

済効果にはプラスとマイナスの附則面があり,プラス

の側繭をより高めるとともに,マイナスの影響をより

小さくすること (凝乳 1999,p.193)が環境保全に

嚢する鹿薬ということになる.

1993年度の戯薬日雀i:における多軌的機能論は,｢わ
が岡における環境保全型虚業の取組｣という項で論 じ

られており,新政策の視点と-致 している.

95年度の),'艶某日番では,厳寒が有する生物多様性の

保全機能について,教も詳細に紀されている.その第

-の特徴は,これまで使用されていた ｢多様な生物相

の保全｣という表現から,｢生物多様性の保全｣ とい
う表現に変化 したことである.第二の特徴は,この議

論が,生物多様性の保全についての陸=jtj外の動向を踏
まえたうえに給じられていることである.1992年のア

ジェンダ21,1993年の ｢環境基本法｣とそれに基づい

た1994年の ｢環境基本計画｣,1995年に決宝 された

｢生物多様性国家戦略｣が記述内容に含まれている.

｢生物多様性国家戦略Jでは, 農政に生物多様性保全

をしっかりと位俊づけるという考えを明確にしたので,

それが鹿葉白番にも反映されたと考えられる.ただし

用語としては,翌1996年度には生物 ･生態系の保全,
】997年度には多様な生物相の保全と,表現は一党でな

い.しかし,1998年度には捌 勿多様性の保全が農業の

多面的機能の構成業者から消えてしまう.

1995年度と1996年度の戯葉郎 経では,1993年から始

まるOFJCDの戯寒委員会及び環境政策委員会の合r"=1

作業部会 (｢虚業と環境｣)における検討が踏まえられ,

施薬が環境に及ぼすプラスの影響 (外部経済効果)と

マイナスの影響 (外部不経済効果)についても記述さ

れている.そこでは,日本の永i:lj農薬は,国土 ･環境

保全機能を発揮 し.マイナスの影響の顕在化が見られ

ないこと,虚業のプラス効果をより引きlLijす戯業政策

が求められていることが紀されている.OECl)の溝

袷を踏まえながら,わが国の]&･政の戯業と環境との関

係に対す る認織を明らかにしているのである.

この時期は,新改築が策定された後であると榊斜こ,
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開放体制期,国際化時代の農政期でもある.こうした

段数の動きが戯築白番における鷹梁の多面的機能給に

も反映されていると考えられる.

1998年度の農薬自激における虚業 ･戯村の多面的機

能の構成繋紫は.①食料の安定供給,②国土の保全,

③水源のかん養.④自然環境の保全,①良好な祭観の

形成,⑥文化の伝動 等となっている.また,1998年

度の鹿莱自浄では,農林水産省虚業総合研究所の代替

法による虚業 ･腿相の公益的機能の評価額が,全国で

は6兆9千･億円,うち中山間地城は3兆円に速するこ

とが紀されている即.ここで就算されている公益的機

能の構成安泰とは,①洪水防止,②水資源かん養,③
土壌授食防止,④土砂崩壊防止,(分有稜倣宛嚢物処理.
⑥大知 糾 ヒ,(芳賀も候緩和,檀)保健休華 ･やすらぎ,の

8つである.I,%某日磯:で示されている虚栄 ･虚相の公

益的機能の構成質素と,経済的に評価されている腿薬 ･

農相の公益的機能の構成質素とが,一致していないこ

とに注目すべきである.

硯私 政も新 しい1999年度の農薬白歯では,第川輩

が f段利の振興と殿業の有する多面的機能の発揮｣と

過され,膿業の多面的機能が率単位で大きく取 り上げ
られるようになった.そこで挙げられている農薬の多

面的機能の構成安紫は,(D国土の保全,②水源のかん
華,③i:=l然環境の保全,④良好な数観の形私 ⑥文化

の伝私 等である.これは1998年度の慮楽出番で示さ

れている構成質素と同-Aであり,新J-3fS基法3条で示さ

れてる構成繁寮とも一致 している.その意糠で,jjl造築

の多面的機能の構成質素が固定化されてきたといえる.
1971年度の虚業白磁軒において虚業の多面的機能がは
じめて論じられて以来,その構成質素は年を兼ねる鯨

に拡大 し,記述駿も増加 してきた.これは,戯業の多

面的機能の濃紫,裾 二相する混沌が高まったことのあら

われである.

しかし.次のrJ.与二を虚業郎 好における農薬の多面

的機能繭の問題点として指摘 したい.まず.一つは国

土,自然環境,祭観といった用語の定義,意味がJ)的圭

にされていないことである.後述のように,例えば,

那 )E3蓮華の公益的機能の経済的な評価が,農業 自弓鋸 こは じめて紀擬 されたの は. 1991年度 であ る.
】991年度の農薬自番では,民間調査機関の報告をもとに,ヘ ドニック法によって試算された永Wの外部経済

効果は約12兆円であること,代替法を用いた試算では約5兆円であることが明記された.1997年度の厳寒自
宵では,代替法による評価萌が,農地について6兆7千億札 森林について39兆 2千億円 (林野庁による)
であったことが記されている.1998年度の農業白番では,農林水産省｢戯山漁村外部経済評価換紺開窓｣が
大分県激布院町を挙例にCVM (仮想市場評価法)を実施 した結果,数観の維持 ･形成機能の評価額が町民全

体で榊唱3,432万円 (総則Y,;数4,001戸∴鋸符当たり支払意志額8,654円)であったことも紀されている.近年,
戯業の多動捌幾能の経済的評価についての記述が増加する傾向にある.
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国土に生物的要素が含まれるか否かについては給者に

よって認紙が異なる.この課題は,飽潔白番に限られ

たものでなく,鹿業の多面的機能給全体の課題でもあ

る.

もう-つは,自然生態的視点の乏しさである.1998

年度以降,盛業の多面的機能の主な構成安楽として生

物多様性保全機能が列挙されなくなる.1999年度の農

薬自番では,コラムで,海外緒外国と多面的機能に関

する考え方の比牧が行われているが,わが国が蔑視す

る多面的機能の内容に生物多様性保全が含まれていな

い.生物多様性は入城の存続基盤として矧祭的に蕃認

されている価値観であり,自然生態系の保護 ･回復は

他界的に認められた教も優先順位が商いテーマである

川 本生態系協乳 1999,p.129).それゆえ,生物多

様性保全機能も虚業の多雨的機能の主な構成安来とし

て盛り込むべきであろう7).

3.農業経済学等の研究蓄積における
農薬の多面的機能鈴

鹿薬経済学等の研究者稀において,彪兼の多面的機
能の構成質素やその分類の仕方は様々である.虚業の

多面的機能の分額に関する研究蓄機として.主なもの

に,祝日 (1987).北村 (1996),武内 ･概張 ･井手
(1990),霜田･浅野 ･新保 (1995)がある.

祖任は ,解二次粒界大戦後に現れた戯葦 ･戯村の役

割諭を各種文献から拾い集めて,これを経済的授乳

生態的役割,社会 ･文化的役割の三つの側面より分頬

した (第2栄).三つの側面より分鎖した根拠につい

ては,｢私は現代の生活空間を (中略),自然 ･生産
(経済卜 生活という三つの側面よりなるものとして考

えると現実をよく説明できるように吸う.こうして腿

業 ･農相を自然面より見た時に生態的役割,生産面よ

り見た時に経済的役割,生活面より見た時に社会的 ･

文化的役割が浮かび上がってくる,｣(p.45)としてい
る.

第二次世界大戦後に現れた農業の多面的機能の構成

要素が網羅されいるので,これ以降の研究蓄機と比較

しても,祖E]ヨの挙げている構成安泰は鐸細である.し

かし,本人も指摘しているように,その構成繋嚢には,

蕊複する質素,対立的内容を保つ要素.硯に果たして

いる役割と繁講されている役割等が含まれている.

北村は,｢人間の活動は生産的活動,生活的活動,
公共 ･公益的活動に大別できることから,飽莱･彪村

の持つ機能もこの人問的活動別に見ることができる.｣

(p.118)とし,恩葉の多面的機能を第3衆のように分

類した.用語は異なるものの,分娩された構成繁務を

見る限り,北村と祖日ヨの分類の視点は類似している.

武内 ･横張 ･井手は,鹿林地がもつ環境保全機能を

第4衣のように整理した.その特徴は,腿林地がもつ

環境保全機能を大きく,生物資源保存機能,国土保全

機能.アメニティ維持機能に分類している点である.

こjtを生物的質素保全機能,無機的安泰保全機能,人

間的質素保全棟能と捉え麗せば,その三要素の相互関

係によって成立する祭観 (landscape,武内は ｢地域｣
と訳)概念と一致する.この点では.戯寒の多面的機

能の構成質素の分灘に男を観を)糾 ､ようとする筆者の視

点と同一である.

しかし.これらの蓄機では,用語の定義,意味が明
確にさjtておらず,従って,論者によって機能の包含

関係に差異が生じる.例えば,姐凹と北村は国土保全

機能の中に,生物的粟瀦 (自然動植物像全,生物環境 ･

資源保全)を含めているが,武内 ･棟張 一井手の分類

では含めていない.同じく,北村は国土保全機能の中

に文化財等保全を含めているが,姐田や武内･横猿 ･

井手は含めていない.これらの差異が生じるのは,守

はり,国土概念が明確に定義されていないからであ

る8).飽茶の多面的機能の分粒を行う場合には,構成

要素の概念や用語の定義,意味を明確にする必薯があ

る.

恩某の多面的機能を.経済学的視点から明確に整理

したのが.素即 ･浅野 ･新保の研究蓄積である.霜田･

浅野 ･新保は,盛業の多面的機能を,発生する価値の

7)ただし,1999年の農芸勘当潜では,㌻図m-9 戯米の有する多面的機能.虜という図の中に,生物多様性保乳
生態系保全という機能が潜き込まれており,｢人為的に維持された自然環境に生息する希少な野生動物の例を
見ると,小股に戯米生産は自然を利用し共存する*で,野生動植物に人為的に維持されている多様な生息 ･
生育の場と空間を提供し,新たな生態系を当三み出してきており,この例からも,段米生産を通じて野生生物

の生息に必紫な環境が維持され,白然環境の保全につながっていることがうかがえる｣という文車も紀述さ

れている.しかし,これまでの虚業自番においでは｡戯童や基盤整備等の影喝至で絶滅の危機に澱している動

植物があること等の虚栄の外部不経済効果についてはまったく触れられていない.この点でも,農薬自藤に
おける農薬の多面的機能論は,生態的な視点が乏しいといえる.

8)ちなみに,広辞苑によれば,国土とは ｢①-同の統治棟の行われる境胤 領土.②土動 地.③ふるさと.
郷土.㊨ 〔仏〕-切の有傍の任所.｣とされる.
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第2乗 組朗の盛業 ･農相の役割 (林薬を含む)

m 社会的 ･文化的役割 (Ⅳ 怪‖祭的役割)

1効率的食塊生産
安価な食粗供給

安定的食様供給

生活･住宅資材供給

2良質の食品供給
新鮮なもの

おいしいもの

多様なもの

周年供給

3匡l民経溝的役割
労働力 ･土地 ･資

本の成長への寄与

食楳安全保障

備蓄による安定

安定経済成混

危機におけるクッ

ン′ヨン

4地域経済振興
砂成経済の多様性･

安定性

高齢者礎用効果
エ*)レギ-生産性

向上の可能性

1匡l土保全
生態系維持

水資源滴牽

土壌の保全

自然のダム機能

地衣胤貯水

地下貯水
洪水防止
エロ-ジョン防LL

白紙動植物保全

2生活環境保全
水の保全 ･浄化
大気の保全 ･浄化

願晋防止

奥奈も防止
自然数観

銀地空間

田園風JJ掌を
災審避維地

3生態戯薬の可能性
安全な食品

添加物回避

生物制御

(改良･育種･天敵)

股薬 一化学肥料減

資源再利用

地域エネルギ-利用

自然像法

li■粍11"i沃

出所 :祖汁才(1987,p.46)

1一般的役割
社会の多様性 ･安

定性 ･永続性
地域社会維持

分衆化･単純化克服

画-化･全体化克服
社会的安定層

社会の連帯性

2社会的交流
都市鹿村交流

I)tF'.1':Il'll.iu!LTF-1)
有概虚業遊動
協同組合柁那澄携

姉妹町村

Uターン･新規参入

3福祉的機能
商齢化社会での年

寄りの生きがい

雇用･仕事の域
障客者の生活

4教育的機能

自然の理解

調和と協調

忍耐力 ･情操

創造力
･-;･':校II1-liL]
山村留学

観点から分激した (窮】図).J%林業の総価値は,使

用価値と非使用価値に分けることができる.使用価値

はさらに,盛業 ･JA相の産業としての本来の目的から

発生する直接使用価値,本来の目的から若干はずれる

が,確かが麗接使用することから生じる間接使用価値,
将来における利用可能性から発生するオプション価イ乱

将来倣代の利用への期待から発生する遺贈価偽に分け

られる.腰林業の多面的な横磯のうち,捌 妾使用価値

を発生するもの以外の機能は.盛業嚢源の所有者にと

どまることなく.地域住民,国民,将来世代の人など

に公益的な効果を発揮 している.

5人間低回筏機角
(1)場の撞横

自然林薬林

ホビ-フア-ム

観光戯閲
ふるさとの森

セカンド･ハウス

In亡J,'Tht.)

(クラインガルデン)

体験虚聞

(2)人間性緋 夏

安らぎ･休息

人間関係改革

家族関係数溶

物碓れ社会での

新しい盤かさ

飽楽の自由性
と独立性

生活の変化･多様性

(-･人同時多職 ･

山人--･幾多職)
芸術と鷹楽

(3)医療的効果

自然と健康

緊張緩和

森林浴

現代病改革

6生き方としての鹿
栄

国経済のバランス

食料援助

戯莱技術協力

姉妹地域

姉妹町村

生活 ･文化の交流

鶴田 ･浅野 ･新保は,さらに,農林業の多面的機能

を,各構成繁栄の湧出する効果の性格 (内部経済か外

部経済か)とその帰属者で分類 した (第 5衆).第1
図と節5衆の機能の分頻は一致しており,これによっ

て農業の多面的機能の各構成翼素の,発生する価値,

各機能の湧出する効果の性格,効果の帰属者とその関

係が明確にされた.

このように,農業の多面的機能の構成安楽やその分

類の仕方は様々である.本私 農業の多面的機能の構

成質素は相互に関連しており,各翼素の分離可能性9)
が完全に成立することはない.その実態を,各論者の

9)分碓可魔 性とは,｢任憩の--つの機能のみを変化させることが実現可能かどうかを意味するものではなく,受
益者が各機能を別個に評価できるかどうか,すなわち受益者が任葱の-つの機能をもう-つの機能とは別の

ものであると総織できるかどうかを意味するもの｣(割 勘 1999,p.7)である.
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第3衷 北村の農薬 ･農相の多if綱勺機能

生産的機能

生活的機能

公共 ･

公益的機能

(国土保全
機能)

(D食楳生産

②工業原劇生産

③生活必需J,?
'E:.)I:(:=.

伝)労働那裾腰

②水資源調整

檀)圭地保全

毎)生物環境 ･
資源保全

(封文化財等保

全

⑥地域空間

内 容

作物生乳 畜産物生乳

水産物生産

木材 (パルプ),その

他拐潤･生産 (ゴム等)
花井,家本などの生産

余剰労働力吸収

自然観察力,歴史教育

体力増進,健康管乳

予防医療

菜園生活,老人福祉

空気浄化,大衆組成改

革,気温 ･温度の那節,
E摘寸盈都塵,騒音防止,
エれ レギ-供給,I制札
水魚の綱艶 洪水制 御 ,
地下水滴巷,汚水酬 ヒ,
土石流発射机上 地盤
沈下防LL

地力維持,土壌授食防

症,土砂崩壊防止,遊
休地 ･荒廃地発射軌と,

汚数物質浄化

野生動物 ･植物保春,

土壌微生物保護,野生
動物 ･植物遺伝資源保

存,自然生態系維持

遺跡保艶 文闇珊た持･
-伝敷機能
災害緩衝 ･防止-_.避難

地撞供,う党閉経

裾野:北村 (1996.p.119)

研究視角から分類すれば,それが多様になるのは当鉄

である.しかL.上述のように,盛業の動fJiJ'/tJ機能を

分類するためには,その構成安泰の概念や用詔の定義,

意味する内容を明確にする必要はある.その点,地5317･.

学 ･県税生態学では,これまでの研究蓄積によって,

数観の定義やその構成要素が明確にされている.この

駅観概念を用いることで上記の課題を克服できると考

えられる.

4.景観概念及びlandseape概念に
ついて

1)祭観の定義

入関や人妻ul3社会をとりまく環境の総合的な眺めが飲

第4牽 武内 ･横浜 ･井手の腿林地がもつ環境保
全機能の体系

生物資源保存機能

遺伝資源保存機能 1.野生遺伝翻尉栄春機能
2.品灘保存 ･改良機能

野生生物保護機能 3.野"LJ:.動物保護機能
4.野生植物保護機能
5.土壌微生物保護棟能

当溜 系維持機能 6.耕地･森林生態系拙守機能
7.水界生態系維持機能

拭土保全機能

土地保全機能 8.地力維持機能
9.土壌浸食防止機能
10.土砂崩壊防止機能
11.物質分解･汚染物削 ヒ機能

大気保全機能 12.大気浄化機能
13.大衆紙成約節機能

水環境楳全機能 14.水源環境機能

15.地下水滴養機能
16.水質浄化機能

アメニティ維持機 能

層位環境保全機 能 17,数観保全機能

18.1UJA風 ･防塵 ･防砂機能
19.遮光 ･照り返し防l上機能
20.温度 ･湿度調節機能

21.災客時の避難場所として
の機能

22.騒音防止機能
23.プライバシ-保護機能

保健休養機能 24.レクT)エ-ション的機能
25.自然 ･情操数奇機能
26.摘制安'}Jii化機能
27.郷土感醸成機能
28.季節変化捕縛としての機能

出所 :寺脇(1999,p.8)
原山所 :武内 ･棟張 ･井手 (19取 p,44)

観である.わが国で-一敗的出起用される数観は,本私

環境の視覚概念である.しかし,環境の視覚的な特使

に加え,地矧札 文化的に等質な特徴を有する一堂の

まとまりをもった地域単位のことをよぶ用法もある

(輿水,1993,p.47).
後者の月は三は,数観を主要な研究対象とする地理学･
祭観鐘-.態学において発達し,これまでに祭観概念の考



膿業の多面的機能と3離規

第1回 嘉u ･浅野 一新保の殿薬 ･Jl艶相の多面的

機能 (総価倦)の分類第5寮 霜田 ･浅

野 ･新保の腐林業の多面的機能の分類機能の大分敷 小分

執 効果の帰属者内部経済 農林産物生産 安全彪産物安嚢供給 殿産

物の消費者所祥 一資産形成 鹿家所得形成 龍宜地域

雇用派生 軍用された地域住民資産維

持 農家外部経済 食

欄安全保障 食楳安全保障

陸ー民環境保全 国土 .環境保全

国民,地域住民居住環境保全 地域住民生物

資源保全 人類,国民縁資深 , 祭観保全 地域住

民,訪問者オ-プンスペース提供 憩い .安ら

ぎ提供 地域住民,紡間者保健 .休餐 レクリエーション空間提供 地域住民,紡間者

教育 自然 一惰操教育環境提供 地域住民,訪問者

伝統文化維持 国民,地域住民,紡間者

出所:審問 ･浅野 ･新保 (1995,p.20)

察を中心に据えた研究者機は多数存在する.そ

の研究蓄積において,祭観とは ｢その外観およびそこ

での諸現象問の相互関係によって,また内部的 ･外部的位階関係

によって,周辺空間とはっきりと級別できるような小

窓の特徴を有する空間単元を形成している地衣の-区画｣(中村 ･石井,1991),｢固有な構造と機能を

持ち,酢独な安泰として隣接する他の要素と区別される構造体の集合体｣仲 越,1995),｢単なる風乱
数色ではなく,祭観形成に関わりをもつ地因子 (射 乳

地形,二t壊,地乳 水,動軌 植物)の相互作)捌こよっ て,あるいはそれに人間の関与が

形成され,地衣面に表現された三次元的広がりを持つ空間統一一

体｣(横山1996)轡と淀盈されている.衆
硯は様々であるが,これらの定義で共通する点は,-

,Piと･観のなかには.可視的な三次元的構造 (内部的

･外部約位慣関係,固有な構造,風巣 ･歎色)だけで

はなく,不可視的な相互関係 (機能,相封 乍用)が含まれてい
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p.163),

数観の-例を挙げて具体化しよう.｢ゲルマンの塊

相といわれるものは,不規則な形をした道路網を持つ

塊状の集落と,それを取り巻くほぼ均等の帽に区切ら

謹tた細長い耕地,共有の放牧地,森林などがワンセッ

トとしてとらえられる空間である.それは平等の原理

や共同体規制や総有などの目に見えない紬蜜とも関連

して独特の形態をつくりだし,村人の生活を成り立た

せているひとまとまりの空間となっている.｣(中村,

199l,p.10)つまり,ゲルマンの塊村という教観には.

集落の形態,土地利用の形態という ｢見える祭観｣だ

けでなく,それを支える平等の原理や共同体規制や総

有などの社会的経済システム,さらには耕地 放牧地

森林の生態的機能といった ｢見えない県税｣も含まれ
るのである.

また,人文地理学事典 (1997)によれば,祭観構成

安泰 (Landschafts倍lememtc)紘,①無機的要素
(地形.地質,土壌,気候,水分),②有機.生物的翠

嚢 (植物,動物.生理的に特殊なものとして.人間),
③人指葺ヨ的薯寮 (経済,交通,塊落,政治,社会,宗教

的活動などによって造成されたものすべて),と大別

されている.

以上の研究蓄櫓をふまえ,筆者なりに数観を産盈す

れば ｢無機的要素,捌 勿的安楽.人間的繁栄の三次元

的構造及びその機能 ･相互関係によって構成され,周

辺空間とはっきりと紋別できるような-.党の特徴を有

する空間射立｣となる.

このように地理学 ･歎観生態学における数観は,-

般的に使用される祭観と食味する内容が異なる.それ

紘.既観概念が欧米のlandscape概念に基づいてい

るからである∴ぐは次にlandscape概念についての

研究笛機をレビュ-する.

2)landscape概念について

英語圏におけるIandscapeの用法も,ある地域の

土地の視覚的な印象,風既の単位という意味と,特異

的に区扮られたある地域の土地を特徴づけるパタ-ン

とプロセスという意味の2つがある.後者の用法は,

今世紀の地理学者や自然科学者によって,｢地球衷面
の一定の範囲におけるパターンに関する科学的な研究

手法によって経験的に確かめられ,解析されうる,自

然と人間がおりなす現象の統合｣(cosgrove.1984)

という定義が与えられて展開してきた.ジャクソン

(Jackson.1986)紘,このIandscapeのもともと

のアングロサクソン諸費の意味が,土地 (1and境界を

持った空間)に風発 (scape)が加わった常葉に由来

川 洋

し,その語源は,土地の集まり,農村の耕作地空間の

システムであることを論じている.つまり,欧米にお

けるlandscape概念は,風数の単位としての用法よ

りも,科学的な用法のほうが歴史が古いのである (プ

リン･ダリ-ン,1999,pp.14-15).

同様に,ドイツでも15批紀に風敷蘭家たちが使うよ

うになる前は空間的ひろがりを嚢す猶であったという

(両 す,1991,pp.10-ll).

ただし,欧米のIandscapeと独讃馴鴬lのIJandschaft

との問にも若干の差異があるようである.駅観生態学

の創始者は,ドイツの地均!学者カ-ル ･トロ-ル (C.

Troll)である.トロ-ルは駅観生態学を ｢生物共同
体と環境条件との関において.総合的で,しかも--磯

空間単位内で支配している複雑な作用構造の研究｣

(駅は城山による)と定義している. しかしトロ-ル

は,独語のLandschaftという語が本来の ｢祭観｣

の意味のほかに地域や風教などにも解され,研究者に

よって解釈が異なること,また独語以外の外国語に翻

訳しにくいという理由から ｢数観生態学｣を ｢地生態

学Geookologie｣に改めた (横山 1995,pp.6-7).

この事実から,独語圏のIJandschaft概念には,独

語以外の外国語に翻訳しにくいニュアンスが含まれて

いることが伺えよう.

3)わが臥 こおけるIandscape概念の嘉男誠

landscapeとわが国で一-敗にイ捌ヨされる祭観との
窓味する内容の差異については,地理学 ･楽観生態学

の研究蓄積において指摘され,様々な駅語が与えられ

てきた.

飯本 (1929)はLandschaftを ｢同様の特徴を有

する地衣の-･都であって,地衣より山づる白銑地理的,

生物地畢姓的且つ文化池野臣的一切の機能を標準として統

一的な同盟的な耐相を有し.同様な機能をなすものと

認めらるるものである｣とし,｢栗城｣ と駅すのが擬

も輿の意義に近いと述べた (中札 1991.p.lj).

武内 (1991)は ｢日本で--舷に使われる数観という

宵薬は,風教,美観といった意味あいが非常に強い.

もともとiandscapeは,人問による環境認級の総合

的な発現であり,外観はその一部にすぎなかった｣

(p.2)とし,landscapeを ｢地域｣と駅している.

沼肘 (1996)は ｢英語の1andscae(ドイツ語では

Landschaft/ランドシャフト)を教観,風数,祭色,

数域などと訳すのではきわめてあきたらない.そこで

筆者は生態系の構造,機能,動態の全てを含むもの,

いわば駅観が全体としてもつ相 (physiognomyに

近い)として "翻 唱"という表現をとったのである.｣
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(p.ii)とLlandscapeを ｢数相｣と駅している.
石井 (1980)は ｢自然保護の問題のような植物生態

学的な側面に盈点が置かれている場合には,むしろ繋

観という用諾杏の方がはるかに良くその意味内容を表現

すると宵えなくもない.本来の地域単位である点とそ

の生態学的合食との阿方を同時に表現する方法として,

釘祭観地域jiあるいは 『栄城題を使う場合があるが,

lヨ本譜として熟し稚いところに靴点がある｣とし,文

脈に応じて地域,男を観,祭観地域などを使い分ける以

外に方法がないと述べている (蘭圧 1995,p.8).

このようにlandscape,Landschaftの駅語は,

歌観,地域,栄城 ,既札 既観地域など論者によって

様々である.それはわが国の小股的な駅観の意味する

内容が限党的であったことの表れである.

近年では農業関連の研究分野においても,地溜ま学

的な敷観概念が認組されつつある.凝楽工学の千袈

(1995)は ドイツの戯地整備率米について述べる中で,

｢1960年代にかけては,自然保護,歎城保全に対する

国民的関心は相対的に低かったが,食料の過剰傾向が

'定着し,都市活動の活発化にともなう公案発生が問題

となるにつれて,数観や埴生を変化させる戯地整備へ

の疑問と批判が出させるようになった.｣(p.178)と,

祭観と栄城というFTl語を使い分けている.それぞれの

定義やそれを使い分ける根拠は嘗及されていないが.

Landschaftが単なる風発 ･外観にとどまらないこと

に対する紀織の変れであろう.

敢近では,戯米酢 翁学の横川 (1999)が ｢祭観つま

り祭観像と駅観生態系は,①ゲオト-プ (Geotope地

生態学領域),②ビオトープ (Biotope生物生態学領

域)および③アントロボ ト-プ (Anthropotope人為

的領域)で構成されている｣(p.160)と,既観生態学に

おける盈観構成安泰を厳寒経済学分野に紹介している.

頗楽の多面的機能が農政の大きな杜の一つとなり,

虚業の潜を観保全機能が国際的な共通認紙となるに従っ

て,農薬関連の研究分野においても,地理学的な数観

概念が認織されはじめた.

4)欧米におけるIandscapeについての共通冨忍絶

欧米においてほ,landscape概念が学際的な共通

語織とされているようである.横川 (1999)紘,｢ド

イツの膿莱環境政策論のテキス トでは,(中略)農業

が関わる資源を,戯地および農地の空間に含まれてい

る①土壌,衣,空気などの非生物的資風 ②植物欄,

動物札 生息l乳 個体.個体群,群銀,生態系などの
生物的資源,③数観質素の多様性,多用な祭観像など
の美的資源 という三つの翼素で とらえている,｣

(p.160)と,盈観生態学の既観認級とドイツの農業資

源経済学の俊英資源認織が-致していることを明らか

にしている (節6嚢).

また,ヘルシンキ ･セミナーでは,アメニティ概念

には,文化的要素を尊鹿するヨーロッパなどの地域

と,自然 (原生自然)環境を漆盈する北アメリカ等の

地域の問に差があることが報告されている (OECD,

1998,p.27).このアメニティ認織の差は,欧米の歎

観生態学会において,ヨ-ロソバ流学派が文化的要務

を考慮して研究を進めようとするのに対して,アメリ

カ流学派がエコトープの構造と機能の研究を全面に押

し出している差異と一致する (中越,1995及び1996).

さらに,欧米では.盈観と生物多様性の関係につい

ての共通龍織も形成されていることが次の研究笛槽か

ら伺える.第6嚢の生物的資源の故紙は.後述の保全

生態学における生物多様性概念の生態的階層構造とま

さに-･致していし,横川 (1999)紘, ドイツ膿政学教

科密での環境と鷹業の関連についての図をもとに,演

観の質素として生物多様性が濃紫な役剤を束たしてい

ることを明らかにしている.

このように欧米においでは,数観概念や生物多様性

概念とその敦繋姓が学際的な共通詑織とされているよ

うである.

それゆえ,欧米では,この共通認識の上に楽観の自

然特性が維持できる土地利用計画の実践が可能となる.

ドイツでは1975年に 釘連邦自然保護及び繋観保全法』

が制愛され,翌年12月より施行された.この法律の第

1条には,自然保護 ･祭観保全の日樺 として,｢自然
と祭観は,人間の居住 ･非居住地域に関わらず,保護,

保全,展開していかなければならない.そのことによ

り,1.自然収支の能力,2.自然資源の活用性,3.
動植物界ならびに,4.1当然や盈観の持つ多様性,固

有性,美しきが人間の生活基盤として,また自然や既
観の中での保寒に対する前提条件として持続的に保持

されると｣記されている.そして,この日標実現は,

各州の妖観プログラムや市町村などが実施する教観計

軌 あるいは尊門計画などを通じて図られる (横山.
1995,p.124).

さらに.駅観計画に法的殉衆力を持たせている地域

もある.｢ドイツのノル トライン･ヴェス トファーレ

ン州の祭観法は,祭観計画に閲有の法的拘束力を付与

している点で他州の自然保護 ･祭観保全法と性格を輿

にしている.発展目的として定義される衆観形成の殊

遇は官倒 こよるあらゆる決定,計軌 猪掛 こ際して顧

慮されるべきものとして官庁を拘束し,特に保護され
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第6牽 資源の機頬と嚢源に対する戯某の負荷の可能性

資 源 の 棟 頬

G)非生物的資源

･水

②捌 如勺資源
･植物朝 動物相 生息圏
･個体

･個体群

･群集

生態系 (エコシステム)

(勤爽的饗源

Ai浄観要素の多様性 多様な嚢観像

･耕地の分割 (小さな関城)

･輪作

･縁 (ふち)がビオトープになる鷹地の畦,

道路の端,生け垣,戯地の楠木
･小さな川･湖沼 (池,沼,小川)

生命力の減退

生物種の減少

生息基盤の奪取

祭観像の単調化
閉場の拡大

輪作の単純化

小さな川･湖沼の除去

出所 :横川 (1999,p.lらl)
原IINh所:HeiBenhuber,A.,LandwirtschafLand Umwclt,Economica
Verag,1994,p.50 位q方康行他駅,『ドイツにおける農業と環境』鎚
文協,1996年,p.58

るべき自然 .教観郎分の地区指宝は,あらゆる者に対

して直接の拘衆力をもつ,｣(糊滞,1999,p.184)こ
うした制度は,自然 ･祭観保全にとって不可欠なもの

であり, ドイツでは,そのための法体系が整備されて

いるのである.それが可能なのは,駅観概念やその保

全の盤安佐についての共通紀織が形成されているから

である.

わが国においではこの制度に匹敵する制度はない.

高層ビル建築を制限するといった祭観を保全するため

の条例が制定されている地方自治体は存在するが,地

域が自然生態的にも健全になり,その結果として美し

い蔑観が生まれるという視点に立てば,美しさだけで
祭観饗欄が行われることは十分ではない.このように

考えれば,祭観の自然特性が維持できる土地利用や,
生態的機能轡に配慮した儀相の環境磐梯を実践するた

めには,祭観概念の学際的共通認紙の形成,鷹莱経済

学への数観概念の導入が必賓となろう.

5.祭観概念の導入による農業の
多面的機能の分類

日 景観概念の導入による戯業の多面的機能の分類

盈観概念とその共通認純の盛栄性がlJ=3ちかとなった

ので,次に凝組視点から虚業の多面的機能の分類を行

う.JFA葵経済学及び戯莱資源経済学の研究対象である
虚業の多面的機能を,地理学の栄観の視点から分類す

ることによって,殿基経音讃学及び1,%莱資源経済学と地

判!_学とが貌なるのである.

本来,虚業とは.土壌や水等の無機的質嚢,士壊内

微生物や植物等の生物的質素,人間労働や農法等の人

間的繁栄の相互関係によって成立するものである.こ
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第 7表 空間構成安楽と戯楽の外部経済効果 ･外部不経済効果との関係

空間構成繋泰 外部経済勃発 (プラスの澄豊野) 外部不経済効果及び外部鰍 蒋効果の減

少(地理学的歎観) 大 分 類 小 分 類 (マイナ

スの影響)無機的要素 土地保全機能 地力維持 地力低

}卜 連作障審土壌浸

食防止 エロ-ジョン二ヒ砂崩壊防｣t..
耕作放棄による土砂崩壊物質分解 .汚数

物質浄化 塩類糸桜 .戯薬汚数大気保全機能 大気浄化大気紬 友調節

温度 .湿度調節 温室効果ガスの発生水資源保全機能 水源酒巻 農薬による水資源

の枯渇水璽浄化 地下水汚敷 .宵栄塞化生物的繁栄 生物多様性保全機能
遺伝子 生命力の減退樵.個体群 生物棟の減少

群銀 .生態系 大規模な生態系撹乱量軌◆ 生息基盤

の奪取人間的要素 食楳安全保障機能 食

線 .安全保障 自給率の低下

伝統文化維持機能 農耕文化

慮耕文化の嚢退伝統的戯法 伝統的戯法の消失教育機能

自然 .情操教育数観像保全機能 自然数

観像 単-作物栽培による自然数観像の単調化人文数観像 銅場整備等による人文飲観像の尊開化属性環

境保全機能 防風 .防塵 .防砂遮光 .照り返し防止勝者防止 畜産糞尿笹による慾奥農業機船等に

よる騒音保健 一体養機能 レクリエーション精神安定化閥祉 鹿薬散布による健康被審資料 :筆者による作成紘 :阻附 (1987,p.46),武内 ･横浜･井手 (1991,p.44),嘉任卜 浅野 ･新保 (1995,p.20),横
川 (1999,p.161)の研究蓄積をもとに.私見を交えて作成した.空間構成要

素と外部経済効果,外部不経済効果を可能な限り

対応させた.*生物多様性概念には,祭観の多様性までもが含

まれる,のような農薬資源認激は,前述の ドイツの虚業資

源認織と同様.男を観構成要素と-致する.また,

JE&米が営まれる償地とは空間を構成する繋嚢の-瑠Sであるので,

地理学的な空間認織の方法である祭観視点から捉えら

れるべきである.その既観視点から農薬の多面的機

能の構成要素を分類した結果が,第7衣で

ある.この分類では,空間を構成する要素を,数観概

念を用いて,無機的要素,坐物的安楽,人間的繋寮の3つ

に大別 した.無機的黍素は,土地,大衆,水に分類 した.これは 武内 ･構張 ･井手 (1995)の分敷とほ

ほ同一である,ただし,国土という用語は憩図的に使用を避け

た.それは,前述のように国土というj那吾の定轟が

明確でなく,論者によって稜々な捉え方がなされてい

るからである.その際,土壌内微生物は無機的要

素に含めず,生物的安泰に含めることにする.なぜなら土

壌内微塵物は生態系を支える底辺であるからである.
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た考え方である.このように考えると,地力を無機的

安来として扱うことには問題がある.本研究での分類

紘,このような限界を踏まえた上でのものであり,先

に,各紫素の分維可能性が完全に成立することはない

としたのほこの意味である.

生物的安泰については,税私 盛業の多面的機能の

一つとして国際的な共通認織とされている生物多様性

概念を援用した.

入関的質素は,各機能が相互に強く関連しているた

めに分類が国難であるが,これまでの研究蓄積を参考

にし,食様安全保障機能,伝統文化維持機能,祭観像

保全機能,屠佐環境保全捧能,保健 ･休養機能とした.

ここで二つの用語の定義,意味する内容について明
確にしておこう.一つは放観像保全機能についてであ

る.数観像とは,歎観概念における三次元的構成,つ

まり腰を観の視覚的要素を意味する.これまでの研究蓄

樵では,この機能が縁鄭酎遊侠機能とされていたが,

農村の生態的にも健全で美しい嚢観とは.繰嚢源だけ

でなく,手入れされた土手,伝統的家屋簿も含まれる.

それゆえ,大分頬を景観像保全機能とし,小分類を自

然敷観像と人文祭観像としたのである.

もう-つは,アメニティという用語である.アメニ

ティとは,｢市場価格では評価できないものをふ くむ
裾 iTf環境であり,自然,歴史的文化財,街並み,風敷,

地域文化,コミュニティの連取 人柄,地域的公共サ-

ビス (散乱 医療,閥触,犯罪防止など),交通の便

利さなどを内容としている.その具体的内容は国や時

代によってちがうが,釘住み心地のよさ.漫あるいは
『快適な屠住環境』を構成する複合的な繋俵は 総称 し

ている.｣(宮本,1989,p.121)とされる.自然もア

メニティの内容に含まれているので,無機的要素保全

や生物的質素保全も,アメニティ保全に資すると考え

られる.つまり,無機的繋寮,生物的要素,人間的質

素を含めた駅観の保全がアメニティの保全につながる

と考えられる.これは,ヘルシキンキ ･セミナーに提

出された文献を事務局がオーソライズした文献の中

で.PeterLewis Nowickiが ｢many ofはe

biodiversityand iandscape(amenity)values

withi王=･uralareas｣(OECI),1997,p.55)とし.

長染観とアメニティを同義的に扱っていることも姦付け

となろう.それゆえ,武内 ･横浜 ･井手の詑織とは異

なり,アメニティという用語の使用を悪挺肋 に避けた.

2)外部経済効果とタはβ不経済効果の連続性

この分類では.空剛勘洗翠楽と,外部経済効果及び

外部不経済効果とを紬芯させた.

ヘルシンキ ･セミナ-では,盛業の便益 (外部経済

効果)と抱審 (外部不経済効果)は連続体として捉え

られている.ある農業行為を行った場合,その影響に

よる環境の状態が基準値を越えたとき便益がもたらさ

れたとし,その水準を下回ったとき,接客がもたらさ

れたとする (OECD,1998.p.26).

この考え方は,祭観概念という空間の認織方法を用

いれば当然である.偽薬生産活動とは,無機的安泰,

生物的安泰に対する人間労働であり,その活動は各要

素に対してプラスの効果もマイナスの効果も及ぼすこ

とになる.虚業の生物多様性保全機能を例にとれば,

中程度の掩乱は棟多様性を促進するが 伸 程度撹乱脱),
過剰な撹乱は/j三悪系を破壊し生物の生息表を盤を奪取す

ることもある.

このように考えると,これまでの農業の多面的機能

論についての研究蓄積では外部経済効果についてのみ

分類がなされており,外部経済効果と外部不経済効果

の連続性についての認織が欠落していた.この分甥に

よって,空間の構成要素と凝米の外部擢済給とが,既

観概念という空間の把捉方法を用いることによって結

合できるのである.

3)農業の多面的機能の相互関連性

さらに,この分顛においでは農薬の多面的機能の相

互関連性を碑に留意した.寺脇 (1999)紘,武内 .捕

浜 ･井手 (1990)の蓄積に対して,環境保全機能の客

質衆問で分維可能性が成立 しておらず CVM で評価

したときに過大評価となる可能性が商いことを指摘し.

素江卜 浅野 ･新保 (1995)の蓄積に対しては,機能の

包含関係に問題点が含まれていることを指摘している.

しかし.実際には,農業の多面的機能には強い相互

関連性が存在する.その相互関連性は二つの視点で捉

えることができる.--つは,各要素間 ･機能問の相互

関連性である.例えば,生物多様性 (生物的安楽)が

保全されれば,自然数観像 (人間的繁栄)も保全され
るし,大気保全機能,水滴養機能が発揮されれば,屠

住環境を保全することになる.温度･湿度調鷹機能は,

屠佳環境保全機能にも,大気燥全機能にも含めること

ができる.実際の虚業の多面的機能には相互関連性が

あるので,人間お体がその機能をどのように認級する

かによって,分類が異なるのである.

もう---つは包含関係における姻互関連性である,煤

全生態学においでは ｢生物多様性はふつう,(分針遺伝

子gen紬 ② 野種speciesAまたは 『個体群popula-

tion』,③ 『群幾Community.月または 『生態系 eco-

system』,⑥ 軒数観landscape.月の4つのレベルか
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らなる組成的,構造的,機能的階層性をそなえた概念｣

欄 谷 ･矢私 1996,p.38)とされる.ここでいう数

観とはまさに本研究で窟義した駅観であり,祭観の多

様化が生物多様性の増進に直結することを憩味してい

る.逆に.祭観概念には生物的家業が含まれているの

で,生物穂の多様性は,数観の多様性を生み出すこと

になる.このことは沼け日 1996)が ｢(保全生態学で

紘),捌 勿藤間や自然地域の役割,様の絶滅,多様性

と希少性のバク-ン,生物群亀の安定性と構造,砂漠

化,自給保護システムのデザインを扱っているが,こ

れはlandscapcecologyの内容でもある｣(p.4)と

していることからも塞付けられる.

このように農薬の多面的機能は,各翼素問 ･機能問

においても,包含関係においでも相互関連性がある.

このことから考えられることは,飽某の多面的機能の

一機能を維持 ･発揮させるのは現実的に凶維であると

いうことである.戯薬の生物多様性保全機能を維持 一

発揮させるためには,生物の生息環境である無機的安

泰の保全も図られなければならない.この点で,空間

を各構成質素の三次元的構造と機能の総体として把握

する灘観概念は有効であると考えられる,

6.結 論

本研究で明らかにした点は次のm点である.

まず第---に,農薬自番における農業の多面的機能給

についてのレビューを行い,農業自番における厳寒の

多面的機能論の端緒は1971年であることと,厳寒の多

面的機能の構成要素の遜移を明らかにした.その上で,

特に指摘したい点は,)%葦の多面的機能の-つとして

の ｢数観の保全｣が意味する内容についてである.め

が国では,厳寒の多面的機能給の端緒である1971年当
初から,その構成要素として ｢嚢観の保全｣が挙げら

れている.しかし,その歎観が意味する内容は風祭 ･

外観にとどまっており,本研究で明らかとなった祭観

の認純はないと考えられる.それは,わが国の段政の

生態的視点の乏しきでもあるIO).既観の概念及び用語

法を変更するのは樹姓であろうが,歎観概念が食味す

る内容を鹿業の多面的機能に盛り込む必繋がある.そ

のことによって,空間の三次元的構造とI/i三悪的機能を

保全する農薬の意義が明らかになるからである.

また,この認織は,わが国における数観認絶, 生物
多様榔惣紙の遅れを取 り戻し,WrrOといった国際的

な議論の場で後楽の多面的穐能論を給じる際にも有効

となろう.

節二に,虚業経済学等の研究蓄概における鹿某の多

面的機能の分鷺をレビューし.これまでなさjtてきた

分類の視点を明らかにした.これまでの研究笛機では,

遊楽の多面的機能の構成要素の概念や用語法が棚鋸こ

されておらず,数観概念を導入した分類は十分でなかっ

た.

第三に,地理学 ･既観生態学等の研究蓄積のレビュ-

を行い,地男絶学的な祭観概念を明らかにした.段楽の

多面的機能としての既視の保全とは,単なる風乳 外

観,美観を保全するだけでなく.無機的繋乳 生物的

質素,人間的繋紫の機能や相互関係の保全までもが含

まれる.わが国においても,生態的機能等に配慮した

農薬の実践や,頗相の環境歴楯が望まれる.そのため

にも,本研究で明らかとなった祭観概念の学際的共通

認織の形成,農業経済学への導入が必用である.

箪Etqに,既観概念の視点から鹿茶の多面的機能の分

類を拭みた.その結果,歎観という空間の把握方法を

用いることによって,ji･%･薬の多面的機能を空間裾 こ把

握することが可能になった.この分頬によって戯米の

外部経済効果と外部不経済効果との連続性も餐現され

た.歎観概念と)13廷楽の外部経済論とが結合されたと考

えられる.

膿某に起E薫け る外部不経済効果が軽減され,外部経

済効果が増進 (鷹楽の多面的機能が発揮)されるには,

内部経済である厳寒生産活動が健全に営まれなければ
ならない.本来の磯業の原罪捜とは.自然が有する物質

循環を機能を,人問労働によって早める作業に他なら

ない.健全な]粗茶生産活動とは,自然環境の有する機

能に人間労働を付加しその機能を高めることであり,

健全な内部経済が外部経済効果の増進に麗結するので

ある.そして,この関係を明らかにすることができる

のが,農業が営まれ,外部経済効果及び外部不経済効

果が発生する空間を.鯉機的質素,生物的要素.入関

的質素という構成安楽とその相互関係によって把握す

る祭観概念なのである.

州 前述のように,近年の農薬自番や新腿射 去においで,虚栄の多面的機能の主な構成要素に生物多様性の保全
が挙げられていない.ただし,この間塩は段林水産省に限った問題ではない.環境庁は1995年8月に ｢生物
多様性国家戦略｣を公衆したが,この戦略は,ただ現在ある法印刷空や進行中の政策を羅列 しただけで,生物

多様性というまったく新しい関越に対処するための基本理念や,それに必繋な改築の転換がほとんど見られ

ない (慮油 ,1996,p.125).
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Summary

The purpose of this paper is to make clear two points. The first one is the history of
understandings of the environmental benefits from agriculture in Japan. In 1971 the
first comment on the environmental benefits from agriculture was written in the agricul­
tural white paper of the MAFF. After that, the content of the environmental benefit
from agriculture has been gradually expanded. In parallel to this process, many stud­
ies on the categorization of environmental benefits from agriculture have been under­
taken in the field of agricultural economics in Japan, but a weak point of this
categorization lies in a fact that biodiversity and landscape have been paid less attention
than another elements.

The second one is a difinition of the concept of landscape and a categorization of ag­
ricultural environmental benefits from the viewpoint of landscape. Landscape is origi­
nally constructed of Geotop (geotope), Biotop (biotope), Anthropotop (anthropotope)

and functions of these three elements. The concept of landscape is then a way to under­
stand a space of land synthetically, and positive effects or negative effects from agricul­
tural activities on environment are understood to appear in this space. Therefore the
relationship between the regional agricultural resources which are composed of these
three elements (geotope, biotope, anthropotope ) and environmental effects from agricul­
ture is very consequently understood through the integration of the concept of landscape
with the agricultural economics.
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